
ごあいさつ
「質の高い教育研究を支える環境」

　本学は理工系総合大学として常に最先端の
理論的ならびに実験的教育研究活動をしてい
ます。本報告書は本学の活動を環境側面から
まとめ，法に基づく項目に加え，本学の特性
に合わせて独自の項目を加えて毎年作成して
いるものです。
　人が集まり教育ならびに研究が行われることに起因する基本的環境
負荷項目に加え，理工系の特に実験活動における環境負荷項目につい
て，エネルギーや水の消費，化学物質の管理状況等をまとめています。
また，環境項目は物質やエネルギーという物理的な要素だけでなく，
安全衛生にも配慮し，教育ならびに研究を実施する人の環境としての
側面にも取り組んでおり，本報告書にその一部を組み入れています。
　本学は教育研究機関として，社会へ巣立ち社会において活躍する学
生が，その活動においても環境への配慮に十分対処できるよう，教育
プログラムや学内の活動の中で環境への配慮の教育や実践的活動を実
施しています。知の創出による人類社会への貢献を担う学生ならびに
教職員が安心して活動できる場を提供し，そこに関わる人たちのメン
タルな要素まで含めて総合的に理想となる場を築いていくことは，本
学の教育研究活動と切り離せない重要なインフラです。
　このような環境負荷低減，教育研究の場の構築は一朝一夕でできる
ものではありません。社会的状況の変化を捉えながら毎年努力を積み
重ねています。2016年度の活動を取りまとめた本報告書をご覧戴き，
2017年度の活動に引き続きご理解とご協力を賜れますようお願い申
し上げます。

東京工業大学の概要

構成員数
教職員・学生・生徒等 11,538 人
事務職員・技術職員等 613人
非常勤教員 412人
非常勤職員 1,351 人

合計 13,914 人

キャンパス

●大岡山キャンパス
242,724㎡

〒152-8550
東京都目黒区大岡山2-12-1

●すずかけ台キャンパス
225,684㎡

〒226-8503　
神奈川県横浜市緑区長津田町4259

2016年５月31日に完成
した外周道路は，災害時
の緊急車両動線の二方向
化，歩行者優先エリアの
設定，周辺道路の環境整
備により安全・安心な
キャンパス環境を実現し
ました。

●田町キャンパス
23,223㎡

〒108-0023 
東京都港区芝浦3-3-6

東京工業大学環境方針
基本理念 
　世界最高の理工系総合大学を目指す本学は，環境問題を地域社会の
みならず，すべての人類，生命の存亡に係わる地球規模の重要な課題
であると強く認識し，未来世代とともに地球環境を共有するため，持
続型社会の創生に貢献し，研究教育機関としての使命役割を果たす。

基本方針
　本学は，「未来世代とともに地球環境を共有する」という基本理念
に基づき，地球と人類が共存する21世紀型文明を創生するために，
以下の方針のもと，環境に関する諸問題に対処する。

研究活動
　持続型社会の創生に資する科学技術研究をより一層促進する。
人材育成
　持続型社会の創生に向けて，環境に対する意識が高く豊富な知識
を有し，各界のリーダーとなりうる人材を育成する。
社会貢献
　研究活動，人材育成を通じ，我が国のみならず世界に貢献する。
環境負荷の低減
　自らが及ぼす環境への負荷を最小限に留めるため，環境目標とこ
れに基づいた計画を策定し，実行する。　
環境マネジメントシステム
　世界をリードする理工系総合大学にふさわしい，より先進的な環
境マネジメントシステムを構築し，効果的運用を行うとともに，継
続的改善に努める。
環境意識の高揚
　すべての役職員及び学生に環境教育・啓発活動を実施し，大学構成
員全員の環境方針等に対する理解と環境に関する意識の高揚を図る。
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「環境報告ガイドライン 2012」との対照表
第三者意見
東工大の改革推進体制（2017年）
「東京工業大学 環境報告書 2017」発刊によせて
編集後記

●理学院　●工学院
●物質理工学院
●情報理工学院
●生命理工学院
●環境・社会理工学院
●リベラルアーツ研究教育院
●科学技術創成研究院
　（先導原子力研究所）
●地球生命研究所
●技術部  ●事務局 その他

●理学院　●工学院
●物質理工学院
●情報理工学院
●生命理工学院
●環境・社会理工学院
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●附属科学技術高等学校
●環境・社会理工学院
●事務局

環境報告書2017公開アドレス
本編は，東京工業大学ホームページで公開しています。
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2017/2017top.html
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　本学は，研究・教育
活動に伴い多くのエネ
ルギーとさまざまな物
質を消費しています。
そこで，できるだけ環
境負荷の少ない事業活
動を実現するため，省
エネルギーの推進によ
る温室効果ガスの削減
に向けた行動計画の立
案・実行，化学物質の
環境への排出削減，廃
棄物の減量化と３R活
動等の取り組みを積極
的に行いました。

研究・教育活動と環境負荷の全体像

省エネルギーとCO2削減の取組

省エネルギーの法令等の面から見た2016年度の実績
法規則 基準値 実績値 削減率 結　果

省エネ法 0.04206（GJ/m2） 0.04157（GJ/m2） − 1.2％ 達 成
東京都条例 29,822（t/ 年） 22,256（t/ 年） − 25.4％ 達 成
横浜市条例 82.36（t/m2） 79.68（t/m2） − 3.3％ 達 成

高効率機器の採用

大岡山地区
高効率照明器具 本館他（10棟）429台（LED）更新 削減効果 − 73t/ 年
高効率空調機 石川台6号館他（3棟）21台更新 削減効果 − 36t/ 年

すずかけ台地区
高効率照明器具 S2棟他（10棟）157台（LED）更新 削減効果 − 10t/ 年
設備改修 R1棟局所排気設備夜間タイマー制御導入 削減効果 − 163t/ 年

空調機やLED照明の設備更新および省エネを目的とした設備改修により合計で282tのCO2削減効果を得ることができました。

省エネ推進のための取組 

●高効率機器およびシステムの積極的な導入
　環境配慮型低炭素キャンパスの実現を目標としている本学では，LED照明や高効率空調機への
更新を年度ごとに計画を立て行っています。またエネルギーマネジメントの観点から，より一層
の省エネ効果を高めるために空調集中管理システムや電力集中検針システム等を導入，学内のエ
ネルギー使用量の見える化も行い，教職員・学生の省エネ意識向上に努めています。また太陽光
発電システム，燃料電池などの再生可能エネルギーの導入を2010年より積極的に行っています。
●巡視（研究室）の実施
　2016年度から労働安全衛生法に基づく産業医の職場巡視と合同で実験設備の運転状況の把握，
構成員の意識向上のためのアンケート調査等省エネルギー推進に向けて巡視を開始しました。
●省エネサポーター（学生アシスタント）の活動
　省エネサポーター（各建物から選出された学生による）により講義室・研究室・共有場所の見
回りを週１～２回行い，照明・空調の消し忘れがないか確認しました。

世界をリードする環境・研究の推進

　本学は，それぞれの専門分野で地域レベルから地球規模にいたる幅広い分野を対象に，持続可能な社会づくりに資する革新的科学技術を創出し，社会貢
献を果たすべく多種多様な研究に取り組んでいます。
　2016年度には，大隅良典栄誉教授が「オートファジーの仕組みの解明」により，2016年ノーベル生理学・医学賞を受賞し，東工大関係者のノーベル
賞受賞者は，2000年にノーベル化学賞を受賞した本学卒業生の白川英樹博士に続き２名となりました。以下にご紹介します。

　自ら（Auto）を食べる（Phagy）という意味を持つオートファジー（Auto Phagy）は，細胞内にあるタンパク質を細
胞内で再分解するリサイクリング機能です。飢餓状態で活性化し，分解したタンパク質を生命維持に必要なアミノ酸生成
に用いるなど，生命活動を支える重要な働きをしています。大隅良典栄誉教授は，酵母を用いた細胞遺伝学的な研究にお
いて，世界で初めてオートファジーの分子レベルでのメカニズムを解明することに成功しました。その後，高等動植物細
胞を用いたオートファジー研究の進展により，神経変性疾患，がん，加齢に伴う病気などを治療する医療への応用が期待
されています。

詳細は，本篇の21頁を御覧ください
大隅良典栄誉教授ノーベル賞受賞特設ページ：　http://www.titech.ac.jp/nobel/

学生の環境教育と環境活動

　本学では，様々な環境教育がなされていますが，その中でも「６類創造プロセス融合理工学系」のユニークな講義をご紹介します。

６類創造プロセス・融合理工系における環境教育「ペットボトルを集める」
環境・社会理工学院 准教授　高橋 史武　　　　　　　　　  

　身の回りのゴミはその名のとおりゴミですが，集めて分ければ立派な資源になります。つまり，ゴミのリサイクルは「集める」そして「分ける（分別す
る）」ところから始まるわけです。融合理工学系は「ペットボトルを集める」と題して，大岡山キャンパスからペットボトルを集める社会実験を講義で行
いました。どのように集めるのか？（それも分別しながら）。この講義ではゴミ箱に着目しました。ペットボトル以外のゴミの混入を防ぎ，キャップをで
きるだけ外してペットボトルを捨ててくれるゴミ箱を自分たちでデザインし，作成して，実際にキャンパス内に設置してペットボトルを集めてみたのです。

　たかがゴミ箱，されどゴミ箱。考えることはたくさんあります。異物混入を防ぎ，キャップを外してくれるようなゴミ箱デザインは何か？ 強度を保て
るデザインになっているか？ 制限時間内に作成可能なデザインなのか？ そして，どこにゴミ箱を設置すれば，効率的にペットボトルを集めることが出来
るのか？ つまり，デザインを，強度を，作業量を，人間心理を，人間行動を考えなければなりません。ゴミ箱一つでも色々な知識が，学問が必要とされ
るのです。必要とされる知識，学問を見出し，それらを整理，統合，そして利用できるチカラを手に入れよう，これが融合理工学系の目指すものの一つで
す。さまざまなデザインのゴミ箱を作成し，ペットボトルを集めてみました（写真参照）。
　ゴミ箱の中にはキャップ外し率が驚異の100％に達するものもありました。デザインのチカラで「キャップを外す」という人間行動を左右することがで
きたわけです。皆さんは，どのようなデザインがペットボトルを分別しながら集められると思いますか？

詳細は，本篇の27頁を御覧ください

環境プロジェクトの環境保全活動　
環境プロジェクト代表　屋嶋 悠河

　環境問題を学び行動するという目標の下，2016年７月に「環境プロジェクト」を立ち上げました。
　初年度は，１年生約18名が全員で集まって環境問題の勉強会をする傍で，関心のあるトピック毎に班活動を行いました。おおよそ月２回のペースで行
われた全体での勉強会では，大気汚染・地球温暖化・ゴミ問題など重要なテーマについてディスカッションやディベートをしました。事前に課題を設定し
てレポートを持ち寄ったり，図書館内で参考資料を探す時間を設けたりして，より質の高い論議を模索しました。

      

詳細は，本篇の37頁を御覧ください
環境プロジェクト：https://www.facebook.com/TokyoTechEnvironmentalProject/

化学物質による環境負荷低減の取組

　本学では，化学物質の使用量，廃液・廃棄物回収量の管理を行うた
めに，「IASO R6システム」および「実験廃液・廃棄物処理申請システ
ム」を導入しています。これらのシステムへの登録を義務づけること
によって，リアルタイムで個々の研究室の化学物質の流れを把握する
ことが可能となります。また，全てのデータを集計することで，大学
全体のPRTR対象の化学物質の流れを把握しています。さらには環境分
析および廃棄物の化学分析による監視も行っています。

I N PUT
エ
ネ
ル
ギ
ー

購入電力 71,859千kWh 減
都市ガス 656千m3 増
重油 0.82 kl 減
ガソリン 0.8 kl 減

物
　
　
資

化学物質 （2,768 種）100.0 t 減
PRTR 対象物質 42.9 t 減
紙 66.0 t 減
上水道 260.4千m3 減

古紙・再資源化量 341 t 増
リサイクル量 416 t 増
廃水再利用 94千m3 減
＊�リサイクル：�ペットボトル，アルミ缶，

その他金属くず

大学での
教育・研究活動
・�環境研究による
新技術開発

・�環境教育による
人材輩出

・�環境研究教育に
よる社会貢献

OUTPUT
大
気
排
出
物

温室効果ガス排出量 36,931 t-CO2 減
購入電力 35,250 t-CO2 減
化石燃料 1,504 t-CO2 増
上下水道 177 t-CO2 減

廃
棄
物
一般廃棄物 183.0 t 増
産業廃棄物 466.0 t 減

水
資
源
排
出
物

下水道および河川へ
の総排水量 249.0千m3 減

汚染物質排出量
BOD 13.1 t 減
窒素 4.2 t 増
リン 0.6 t 増

※2016年度の前年度との比較を増・減で示す。

 

＊労働安全衛生法
＊毒物及び劇物取締法
＊消防法
＊高圧ガス保安法
＊PRTR法
＊麻薬・向精神薬取締法

＊大気汚染防止法
＊PRTR法
＊労働安全衛生法

・サンプリング
・VOC分析
・大気放出算出
・作業環境測定

・回収・詰め替え等
・有害物含有チェック
・研究室指導
・委託先処理業者選定
・仕様書作成
・電子マニフェスト作成
・排出

・サンプリング
・下水道分析
・水域排出量算出

実験廃液・廃棄物処理
申請システム等による
実験系廃棄物管理

＊廃掃法
＊PRTR法
＊消防法
＊労働安全衛生法

IASO R6（化学物質）・IASO G2
（高圧ガス）による運用管理
→在庫管理・保有量管理
→使用量集計

排ガス監視

＊下水道法
＊水質汚濁防止法
＊PRTR法

廃水監視

実験系廃液・
廃棄物・廃棄
試薬の
適正管理・
構外搬出

環境・安全推進室業務

作業環境測定

排
ガ
ス

実
験
系
廃
棄
物

外
部
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東京工業大学の化学物質の流れ（管理体制・関連法令など）

化学物質の
購入・保管・使用

化学物質の廃棄

下水へ

大気へ

IASO　R6システムによる在庫管理の例

重量管理の場合

使用毎に入力

※ IASOバーコードIDにより
　 ビン単位で管理

発注メモ
作成

①IASOバーコード
　シールシートに印刷

②IASOバーコード
　シールの貼付け（ID付与）

③IASOへ登録
　（IASOバーコードに
　薬品名・保管場所を
　登録）

薬品ビン
の入庫
入力

薬品ビン
の開封
入力

薬品ビン
空ビン
入力

発注・薬品入庫から空ビンまで

IASOシステムへの薬品ビン登録手順

薬品ビンの
持出
入力

薬品ビンの
返却
入力

排水の成分分析

太陽電池パネルが設置されている
環境エネルギーイノベーション棟

クールビズ・ウォームビズ推進ポスター

研究室巡視の様子

省エネルギーと CO2対策の取組 第２章 環境・安全衛生マネジメント 
 

 

 

 
 

省エネルギー推進室の設置 

「省エネルギー推進室」は，省エネルギー推進の行動計画の策定および諸施策の実施，省エネルギー法令等への対応

を目的として2010年10月に設置されました。現在本学が受けている法令等の主なものは，国の省エネ法，東京都の条例，

横浜市の条例があり，中長期的な取り組みとして消費エネルギー（電気・ガス）を削減していく必要があります。本学の消費

エネルギーの使用実態としては，その90%以上を電気に依存していることから，省エネルギー推進室では，主に電気使用

量削減に関するマネジメント活動を積極的に行っています。  

 

省エネサポーター（学生アシスタント）活動 

省エネに対する教職員・学生の意識向上の観点から省エネ

サポーター（学生アシスタント）による講義室・研究室・共有場所

の見回りを週1～2回行い，照明・空調等の消し忘れがないか

確認しました。 

 

クールビズ・ウォームビズの実施 

電力使用の多い時期は，ポスター等による節電の呼びかけを積極的に行いました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

高効率機器およびシステムの積極的な導入 

環境配慮型低炭素キャンパスの実現を目標としている本学では，LED照明や高効率空調機への更新を年度ごとに計画

を立て行っています。またエネルギーマネジメントの観点から，より一層の省エネ効果を高めるために空調集中管理システ

ムや電力集中検針システム等を導入，学内のエネルギー使用量の見える化も行い，教職員・学生の省エネ意識向上に

努めています。また太陽光発電システム，燃料電池などの再生可能エネルギーの導入を2010年より積極的に行っていま

す。 

 

省エネルギー推進のための巡視（研究室）を実施 

LED照明，高効率空調機への更新，再生可能エネルギ

ーの導入でCO2削減の一定の効果は得られましたが，今後

電気料金の値上げや法律に基づくCO2 削減義務が更に厳

しく課せられる事が予想されています。その状況を踏まえ，

更なる省エネルギーを推進するため，労働安全衛生法に基

づく産業医の職場巡視と合同で研究室内の巡視を開始しま

した。巡視では実験設備の運転状況等の把握，構成員の

意識向上のためのアンケート調査などを行い，省エネルギー

推進に努めています。 

実験系の研究が多い本学では，大岡山，すずかけ台および田町キャンパスにおいて，一般家庭約20,000世帯分に

相当するエネルギーが消費されており，非生産系の事業所としてはCO2 排出量が大きいため，数値目標を掲げて省エネ

ルギー対策に取り組んでいます。 
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省エネサポーターとは 

『都民の健康と安全を確保する環境に関する条例（都条例）』によ

り2015年度から2019年度の5年間に基準排出量（29,822ｔ-CO2／年）
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に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネルギーの推進を図るため節電・
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オートファジーの仕組み

勉強会の様子
（低炭素社会を実現するには）

参考書のリユース キャンパスの美化活動 森林総合研究所を訪問 バイオマスエネルギー研究
吉川研究室を訪問

一橋大学でのイベント
「ごみ拾いは夢拾い ITの力で

ポイ捨てを解決」に参加
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